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以下は，早稲田大学商学部教員図書室，ならびに産業経営研究セ‘ノター＊が所
蔵する，逐次刊行物を収録対象とした電算植字方式による目録作成に関する概略で
ある。 ＊現在の産紫経営研究所。
(1) 計画
(2) 手作業処理
(a) 目録の原稿
(b) 配列
(3) 機械処理
(4) コスト
(5) 将来への展望
(6) 雑感
物置きとまがうばかりの旧図書室から，新装なった現図書室への移転をすませ
て， もうかれこれ 5年の歳月が流れた＊。 ＊昭和44年6月5日移転。
使いふるした机や腰掛，引き出しもろくに動かないカードケース，見るからに
ふるめかしい，なかば骨董化した品々をかっさらい，ひっくるめて運び込んだ移転
当時の面影も，月日とともにいつしか昔の語り草となっていた。
かわって，世代も新たな現代ッ子の院生たちが，連日のように入れ替わり立ち
替わり，ひとかかえほどもある資料を書庫から持ち出しては，フルに複写機を活用
している。
辞書，事典，目録，索引，統計書，および内外の雑誌については，利用・保管
の観点から，原則として禁帯出の処置を講ずる図書館も多くみられるが，当室も，
これらの資料に対しては禁帯出の処置をとっている。したがって，利用者の複写機
に対する期待度は，それなりに高いわけである。
授業の合間に駆け込んでくる教員側からは，立て込んだ複写待ちの院生の姿を
かいまみて， 入室時の微笑もどこえやら， 「われわれが資料のコピーをとるのに支
障をきたす」と，渋さのうえに渋さを加えた面持ちで，苦情や不満が並べ立てられ
る事態がまま生じたりするのも複写機への期待感が高ければこその反応なのであろ
う。
訪れる者とて疎らであった旧書倉時代に比べると，これらの持ち込まれる苦情
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や不満は，かつて聞くこともできなかった，ライプラリ ーの進化を裏書きするかの
ごときよきひとつの評価でもある。
静寂ななかにも，若々しい息吹きが感じられるライブラリーヘと脱皮し，そし
て，さらに一段と変貌しようとするきざしさえ惑じられる今日この頃である。
総延床面租973mぢ棚板延長2230m。施設的にはまだまだ小規模なものではあ
るが，マイクロフィルムキャビネットが並び，マイクロカメラ， リーダープリンタ
ー，乾式複写機も備わって，一応は図書館らしい雰囲気に変わってきた。
苦情や不満もさることながら，資料の充実， ライプラリーの充実をと唱える強
力な意向を背景に，近代化を目差して積み重ねてきた日々の成果を物語る様変わり
ぶりであるともいえるであろう。
現在，未回収未整理図書をも含めて蔵書数は約 8万冊。このところ新旧あわせ
て年ごとに 6, 7千冊ずつふえている。資料のマイクロ化も平行して進めてはいる
ものの，早くも書庫の収容力には限界がみえてきた。
(1)計画
鼈符植字方式による目録作成を思いたった動機のひとつも，この近代化を目差
す試みにあった。
移転とともに，各研究室に分散保管されていた資料の回収策がとられたことも
あって，収蔵量が倍増し，蔵書を把握するための一覧性目録の必要性が事務上から
も痛感されるにいたったこと。将来ともに館員確保のめどがたたないこと，そして，
また，収蔵書の充実にともなって，文献利用の立場からは，第 2次情報，収書速報
あるいは収書年報といった upto dateな悟報を求める要求が高まってくるであろ
うこと。などの十分な下地があったのである。
移転時の当面の重点は，逐次刊行物の充実におかれていた。そのため，回収と
賂備が8割がた終わると，未回収分の回収や欠号の補填はあとにして，新たな資料
の収集に移ったのであるが，この推移は次にみられるような状況である。
国内雑誌 外国雑誌 （内外）統計 計
昭44 386 73 115 574 
昭46 429 134 337 900 
昭48 523 298 548 1. 369 
＊種昭和48年9月日末現在
昭和47年の春には，産業経営研究センター構想＊も発足の運びとなった。予算
的な裏付けからも， 内外の雑誌 ・統計書の充実を求める声の多いところからも，誌
数の増加は充分に予想されるところであった。 •現在の産業経営研究所
こうした下地をもとに，あとあと手問のかからぬ電算植字方式による目録の作
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〔図 1〕 雑誌の処理
成を手掛けることになったのである。
ところで，この方式を採る場合，第ーに，入力時のコスト高が問題となる。入
力費が高いとあってほ使途の多角化を考えなければならない。
日常行なわれている雑誌の処理は，あらまし図1のごとくであるが，新規レコ
ードの追加や更新，削除についてはもちろんのこと，手作業によって年ごとに繰り
返されている購入寄贈交換別の誌数や冊数の集計，購読更新時における書店ごと取
次店ごとの誌数や金額の集計，また，未着リストの作成や製本状況などについても，
この際，省力化の対象として機械に転稼できないものかと考えてみたのである。
計画に際して，出力時になにを求めるか，その形式および構成項目は，入力時
の設計にあたって不可欠な要素である。
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出力時のそれぞれの目的にあわせて必要とする構成要素，項目を書き抜いてみ
ると，
所蔵目録用として
1) レコードの種類一逐刊ファイル，基本，副出，参照 etc.
2) タイトル・ナンバー
3) 書名，副書名，別書名
4) 編者，発行者
5) 発行回数，巻あたりの冊数
6) 巻号表示
a) 受入開始の巻号（刊年）
b) 受入停止の巻号（刊年）
c) 欠号表示
7) 誌名変更の相互参照，別書名の参照
8) 分類，件名，書架記号
9) 所蔵館記号
＊）マイクロフィルム，マイクロフィッ、ジュ，マイクロカード etcの
資料形体についての指示も必要となろう。
受入業務用として
10) 購入，寄贈交換の指示
11) 購入先，取次店
12) 年間購読料
13) 購読更新時期
閲覧業務用として
14) 受入号数
15) 製本情報（細目省略）
16) 貸出情報（細目省略）
となって，ここに挙げた項目だけでも16項目におよぶ。
一度の入力で多角的な出力をと考えてはみたのであるが， コード化できる項目
については， コード化の問題があり，また，これらの項目すべてを入力するとなる
と，文字数の増加がもたらす大変な出費を覚悟しなければならない。しかも具体的
には，まったく目鼻のつかない初めての試みである。ここであまり出費を重ねては
せっかくの新機軸も台無しになるとの心配が先立ち，さらにまた，入出力ともすべ
て委託とあっては，手元の加算機や電卓を取り扱うようなわけにはいかないといっ
た事情もあった。
これらのことから，とりあえず，これまでどおりの冊子目録を作成することを
第 1の目標として，今後にかけて逐次手を加えていくことにしたのである。
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以上の項目は次のように範囲を狭める結果となった。
誌名レコード (901件）
1) 誌名
2) 編者，発行機関名
3) 発行回数
4) 巻号表示
a) 受入開始の巻号（刊年）
b) 受入停止の巻号（刊年）
c) 欠号表示（これは省略した）
機関名レコード (525件）
1) 発行機関名（編者）
2) 誌名
3) 所蔵館記号
＊別組織である大学院院生読舌室所抜誌の指示。
参照レコード (29件）＊
1) 誌名参照
2) 機関名参照
＊参照については．一部，誌名レコード，機関名レコードに付記した。
(2) 作業処理手
(a) 目録の原稿
入力用の原稿は，さん孔に際してとまどうことのないように， ミスパンチを防
ぐように，文字はもとよりおのおのの項目をも明示した原稿を作成しなければなら
なし'o
「ホットタイプからコールドタイプ」への移行にともなって， 印刷側から編集
側へ完全原稿をと叫ばれるようになってきたのも，原稿が最初から完全原稿であれ
ば， システムは単純ですむからである凡
とはいっても，実際には準備が間に合わず，この前段階のこれまでの記述方法
にのっとって作成してあった，アルファベット順に配列した誌名カードと機関名カ
ードとを原稿として使用した。
校正用のモニター（ゲラ）が届き校正を始めてみると，配列が部分的に逆順に
なっている。これは，原稿カードをコソタクトガラスに並べてリスト形式のコピー
を撮るにあたって部分的にカード束が逆順に配列された結果である。カード形式の
原稿がさん孔に際して不便な形体であることを知らなかったばかりに，また，フ ォ
ーマットの設計をあとにして， 口頭による説明を付すのみで，慣行の形式にしたが
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OAOOl¥1¥010 ①ア ジア経済年報② （国際連合編 ）⑤ '55-'67⑥/De3 
0 A 001-1-020 ①朝日年鑑c(朝日新聞社）⑤ '5I―⑥ /Z I7 
0 A 001-1-030 ①貿易業態統計表② （通商産業省通商局編）⑥昭 27―⑥ /Del 
0 A 001-1-040 ①貿易年鑑② （日本閲税協会）⑤ '66 — ⑥ /D c I 
OAOOl-1-050 ①貿易統計年鑑②（国際連合統計局）⑤ '56 — ⑥ /DcO 
0 A 001-1-060 ①物価指数年報c (日本銀行統計局）⑤ '70―⑥ /D c I 
0 AOOl-1-070 ②文教行政総覧② （文部省文部行政調査会 ）⑤昭 45―⑥ /Dpl 
OAOOl-1-080 ①地方財政白書② （自治省）⑤昭 44 —⑥ /DI I 
0 A 001-1-090 ①地域経済要覧② （経済企画庁調査局編） ⑤ '66 — ⑥ /Del 
0 A 001-1-100 ①貨金検討資料c(古JI昇 ）⑤ '67 — ⑥ /DI I 
0 A 001-1-110 ①貨金センサス② （労働大臣官房労働統計調査部 ）⑤昭36 — ⑥ /D 1 1 
0 A 001-1-120 ①貯蓄動向鯛査報告② （総理府統計局 ）⑤昭 35―⑥ /DI I 
0 AOOl-1-130 ①貯冨に関する世論調査②（ 貯蓄増強中央委員会 ）⑥昭40―⑥ /D f 1 
OAOOlー1-140 ①中小企業白書② （中小企業庁 ）⑤昭38 — ⑥ /De I 
0 A 001-1-150 ①中小企業経営分析② （日本銀行統件局 ）⑤昭3 I — ⑥ /Db 1 
0 A 001-1-160 ①中小企業の原価指標② （中小企業庁） R昭41 — ⑥ /Dbl 
0 A 001-1-170 ①中小企業の経営指標② （中小企業庁）R昭 35―⑥ /Dbl 
0 A 001-1-180 ①中小企業短期経済観測年報②（ 日本銀行統計局） ⑤昭45 — ⑥ /De 1 
OAOOl-1ー190 ①電気事業の現状②（ 通商産業省公益事業局 ）R昭 40―⑥ /Di I 
0 A 001-1-200 ①電通広告年鑑② （電通 ）⑥ '66 — ⑥ /D c I 
0 A 001-1-210 ①営業雑告書集成②（ 雄松堂フ ィル ム出版 ） ®明治・大正• 昭和 （戟前）＠（マイク
OAOOl-1-220ロロフィ ルム）
〔表 1〕校正用モニター （約64%縮写）
って記述したカードを渡したばかりに生じた第 1の失敗である。
モニター（ゲラ）は〔表 l〕のごときものである。行頭の行ナンバーのほかに，
各項目冒頭にタグ（ファンクション ・キー）が印字されている。
このタグが，従来の目録の校正においてはみかけなかった新たな記号である。
念には念を入れて校正を済ませたつもりでも，見慣れないこの冒頭のタグはつい見
落としがちになる。
初校のゲラは，さん孔したテープをプリンターにかけてプリントしたものであ
るが，校正が終わると，訂正部分をさん孔し，次いでこれら紙テープから磁気テー
プヘの変換が行われて，2校のゲラがプリソトされる。
ところが， 2校のゲラに目を通しながら「はっと」あわててしまった。数力所
に肝心かなめの誌名がない。機関名からプリソトされているのである。急いで初校
と見比べてみると，誌名を指示するタグ①が見落とされている。人さまならこの程
度の手落ちには当然のことながら気をきかせてくれるところであろうが機械が相手
ではそうはいかない。誌名のタグを見落してあれば，機械は誌名はないものと して
そのまま処理してしまうのである。
同じように，‘行替え 1字下がり＂ の位置からプリントされる手はずの所蔵巻
号が，行替えが行なわれずそのまま追い込みの形式でプリントされたレコードも何
件か生じてしまった。
所蔵巻号の指示としては⑤のタグを用いており ，このタグには，行替えの指示
をも兼ねさせることにしていた。 このタグを見落としたばかりに行替えが行なわれ
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中小企業の経営指標（中小企業庁）
昭 35- /Dbl 
中小企業短期経済観測年報（日本銀行統計局）
昭 45- /Del 
電気事業の現状（通商産業省公益事業局）
昭 40- /Di! 
電通広告年鑑（電通）
'66- /Del 
営業報告苔集成（雄松堂フィルム出版）
明治・ 大正 • 昭和（戟前）
（マイクロフィルム〕
エカフェ統計年鑑（国際連合）
'68- /DdO 
船協海運年報（日本船主協会）
'56- /Del 
外国経済統計年報（日本銀行統計局）
'62- /DeO 
外国との貿易為替の現状と問題点（大蔵省国
際金融局）
'69- /Del 
漁業年次報告（晨林統計協会）
昭 38- /Dkl 
臼苔の概要（大蔵省印刷局）
ずプリントされてしまったのであ
る。校正をした者としてあわてた
り頭をかかえたりした初歩的な失
態であった。
LC (Library Congress)のM
ARC, これとの互換性に立ってデ
ザインされた U.K.MA_RC, カナ
ダの MARC,また， フラソスの
MONOCLE2> においても， それ
ぞれ 3桁のタグが用いられ，補助
的機能としてインディケーターが
併用されている。
LC. MARCが単行図書を対
象とした汎用のコミュニケイツョ
ンフォーマットの形式をとってい
るのに対して，ここでの対象は逐
次刊行物であり，かつ，プロセツ
ングフォーマットであること，そ
れに，当面このタグ（ファンク
ションキー）を使って冊子目録以
外の副産物をプリソトアウトする
計画はまだ立てていないこと，そ
して，無目的にフアソクションキ
ーの桁数を大きくすれば直ぐさま
コストに響いてくることもあって，
とりあえず今後必要に応じて新た
な項目の追加ができるように， 1 
昭 43- /Dal 桁のファンクショ‘ノキーで間にあ
法人企業統計年表（大蔵省証券局企業財務課） わせることにしたのである。
昭 32 -・ 昭 40 /Dbl 
北陸経済統計年報（北陸財務局理財部経済調
査課）
昭 45- /Del 
〔表2〕逐次刊行物目録版下の一部 （原寸）
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フアソクショソキーの用法に
ついては，ある程度，カードの記
述事例を参考にしたつもりである
が，とりわけ，合併や分岐が行な
われた発行機関名や，タイトルチ
ェンジが行なわれた誌名について
は，事務用カード上の記述形式に
幾分差が生じており，画ー的な用法にまではいたらなかった。
さらに，副誌（書）名，別誌（書）名の区別についても，実際には実務上判断
の差のでるところであった。
ファンクションキーは次のようなものである。
① 誌（書）名
② 編者，発行機関名（団体著者）
③ 発行回数
④ 発行地
⑤ 所蔵巻号
⑥ 分類記号，書架記号
⑦ 所在記号，所蔵館記号
⑧ 発行年
⑨ 著編者（個人著者）
R 参照
⑲ 逆参照
＠ 注記，注釈（区切りとしても使用）
これらは雑誌の誌名主記入カードに記載された項目の順にしたがって，キー ・
ナンバーを①から与えたにすぎないが，まれに，個人の著編者もあるところから，
当座しのぎに⑨を追加したりしてある。②と⑨のキーなどについては，やはりMAR
Cのタグ付けを充分に加味しなければならない点であった。いずれにせよこのファ
ンクションキーについては，単行図書の目録作成との関連からも今後再検討を要す
るところである。
1) 大山治義 コンピュ ークーによる編集業務の機械化 P. 65 Cデー クー 通信
v. 3 no. 2) 
2) Chauveinc, M. MONOCLE. JOLA. v. 4. no. 3. 
(b)配列
ところで，さきの部分的に逆順となった配列を復元させる処個は，モニクーの
各レコード行頭に印字された一連番号＊によって行なう。この一連番号はレコード
のプリントされた順になっており，I,2, 3, は 10,20, 30のごとくに，下 1桁に
おのおの "0"が付記されている。 IOA20B 30D 40C 50Eのようになっている
わけである。このプリント順をアルファベット順に直す場合には， 30Dの30を41と
指示する。これを昇順に配列すると， IOA20B 40C 41D 50Eとなってアルファ
ベット順に訂正されることになる。新たなレコードの追加更新の際にも同様の方法
を用いる。 IOA20B 30Cの間にAaBa Caの各レコードを挿入するとすれば，
"0"桁を使用して IOAllAa 20B ZIBa 30C 31Caのごとく指示すればよい。
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"0" 桁は 1 ~ 9 までの数字の個換が可能であるから ， レコードとレコード間に 9
件の新たなレコードを挿入することができるのである。
＊この一連番号は校正用のものである。実際にはクイトルナソバーを用いる。
アルファベット順に整えた原稿を渡し，校正段階でこのような手作業によって
配列を正していくやり方は，今後の新規追加，更新，削除を行なう場合においても，
漢字の配列処理を可能とする技術が開発されるまでは同じことであろう。カナ文字，
ローマ字の機械処理による配列に比べるとはなはだまどろこしさを感じさせるもの
ではあるが，これば 日本語の漢字がもつ字種の多様性と同音異語の宿命的な制約
からくるところである。
かりに，読みとして，ふりがな， ローマ字を付記したとしても，機械処理では
同音異語の区別がつかない。この同音異語の漢字については，やはり，人の視覚，
人の知識を頼りに手作業で配列するしか方法はない。また，この，ふりがな， ロー
マ字を付記するとすれば「漢字かなまじり文」に対して「かな文字」は1.83倍に，
「ローマ字」は2.71倍の文字数を要することにもなる1)。 この文字数の増加による
コストが現実には無視できないひとつのネックとなってくる。
ローマ字については現に，日本図書館協会はヘボン式を，国会図書館は訓令
式を採用している。このヘボン，訓令の違いも，機械処理を行なうにあたっては，
相互協力，互換性の観点から問題となるところであろう。
日本語の配列は，一般的には，漢字の発音（かな，ローマ字）にしたがって配
列されている。図書館界もこの方法をとっている。しかし， これに対して，文字単
位の読みの五十音順一ーローマ字， カタカナ，ひらがな（情音，濁音，半濁音），
漢字—~ 同音の漢字は画数順，同画のときは部首順に配列する電話番号簿も，
われわれにとってはなじみの深いものである。これらの配列方法は漢字コード体系
の統一化とからんで大きな問題になると思われるが， これは，すでに「戦後いち早
く当用漢字が制定され，字種，音訓，字体，送りがなについては規準ができたが，
そのとき漢字の配列順を規程しておかなかったのは，いまだ計算機の普及する以前
であったからいたしかたないが，まことに残念なことであった。」2)と指摘されてい
るところである。
注 1) 高橋達郎 日本語の機械処理 P. 122 C東洋経済）
2) 同上 P. 168 
(3) 機械処理
このほか機械処理にとってかかせない，
1) 書体やポイソト（級）の指示
2) 項目間の間隔
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3) 字間隔行間隔のヒ°ッチ付け
4) 行末ぞろえ，ハイフォネーショソ
5) 行頭にきては困るピリオド，コ‘ノマ，括弧閉じ
6) 行替えに際して分割されては困る刊年表示，発行回数，分類記号
7) 版下のレイアウト
などについての問題もあったが，なにぶんにも初めての体験であり，当初これらに
ついて依類した指示はアウトライソのみであった。詳細については版下フォームで
アウトプットしたモニターの段階でいろいろと修正を加えていったという不手際さ
である。もっばら，プログラム担当者泣かせの指示を積み重ねる結果となってしま
った。
入力は漢字テレタイプ鍵盤による方法である。
日本語のインプット方式については，
1) 数字コード方式
2) フルキ一方式
3) 構成要素インプット方式
4) カナ・インプット方式（ローマ字も同じ）
に大別されるが丸 数字コード方式については漠字コードの統一化という大きな問
題が残されている。カナ ・インプット方式，ローマ字インプット方式については，
現段階での漢字変換率が75%程度にとどまるとされ丸 実用にはいま一歩といった
ところのもようである。当面，一番実用的な入力方式とされるのは漢テレによるも
ののみである。ある程度漢字の字種を制限できる業務が対象であれば，数字コード
方式やカナ ・イソプット方式もそれなりに現時点でも活用できるであろうが，図書
目録の場合には，たとえ，漢字は時代とともに消祓する傾向にあるとはいわれても，
図書は末長く保存されるであろうし，いつの世になっても図書に関する限りは，図
書に使用された漠字すべての字種を考應しなければならないであろう。この字種の
字種
ひらがな
カタカナ
欧文文字
アラビア数字
記号類
スペース
漠字
外字
計
〔表3〕入出力文字種の内訳
インプット アウトプット
164 254 (明朝，アンチ，細ゴジ）
84 188 (明朝， アンチ）
50 180 (ローマソ，イクリック，ボールド）
40 60 ( //) 
101 229 
4 4 
3885 3885 
192 192 (自由に定められる）
4520 4992 
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多様性からみても，いまのところフルキ一方式または構成要素インプット方式の漠
テレを使用するほか方法はないように思われる。
この目録作成で使用された漠テレは，＇ 文字種について社内外の文献調査や出版
にあわせた検討を重ねた結果，合計4,992字を選定し，独自の鍵盤配列方法をとっ
ている学習研究社情報処理開発事業部の SCKー 200-D-4型である。一般の出版
物に対しては， この4,992字（自由に交換できる文字192を含む）の文字種をもって，［表 3〕，
99%以上はカバーできるとされている。
具体的にこの目録作成における外字処理の例を挙げれば，入力件数約 1,500件
中，雑誌および統計（国内）のレコード件数は， 誌名記入で723件であり， 1件あた
り 30~40字となっている。 このうち，「蹂」と「郵」の二文字が鍵盤になく外字処
理となった。目下，逐刊目録第2版の刊行にあたって，巻末に会社史目録を収録す
る計画で，その校正を進めているところであるが，入力件数890件中，鍵盤にない
文字は 7文字である。「鐵」「證」「費」を「鉄」「証」「宝」に置き替えれば， 残る
4文字が外字処理の対象となる。 レコード 1件あたり漠字部分（記号部分を除く）のみ
で平均30文字であるから，約2万6千文字に対し4文字が外字処理になるわけであ
る。もっとも，逐次刊行物も会社史も，発行機関名を除けば誌（害）名ともにある
程度文字種が限定されている。そのため，ほかの図書がこの率で処理されるとは思
われないが，99%以上カバーできるということは間違いないところであろう。
漢テレで紙テープがさん孔され，磁気テープに変換されて原ファイルができあ
がると，校正用モニクーがプリソトされる。ここで校正を繰り返し，訂正用ファイ
ルがまとめられるのであるが，これを基に原ファイルの訂正が行なわれて訂正済フ
ァイルができあがる。こののち編集処理が行なわれて編集ファイルとなる。
フローチャートのうえでは〔図 2J,この編集ファイルから五十音 (ABC)配列へ
と手順の段取りが示されている。しかし，実際には，原稿カードそのものがすでに
アルファベット順に配列されているために，この編集ファイルから直ぐに版下をプ
リソトアウトした。
出力装置の文字発生方式については，
1) 機械的方式
2) 光学的方式
3) 電子的方式
a) ドット方式
b) ライン ・ドット方式
c) ストローク方式
d) フライング ・スボット方式
のごとくに大別されている3)。
また，第 1世代，第2世代，第 3世代と分けて，(1)半電子式植字を第2世代機，
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〔図 2〕 システム・フローチャート （学習研究社情報処理開発事業部
MELS P.14) 
(2)全電子式植字機を第 3世代機と呼び，
(1)は第 1世代機同様文字発生の方法は機械光学的に行なうが，それらの選字
や配字は，紙テープまたは磁気テープなどを入力するコソピュークーの指令によ
り電子的に行なう機器をいう。
(2)は選字配字はむろんのこと文字発生部の機構に至るまで，すべてを全電子的
に行なう植字機であって， 電子計算機のアウトプッ ト・ マシンとして充分対応で
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きる植字速度をもち，文字サイズの変更，長乎体，作字など電子計算機とオンラ
インまたはオフラインでプログラムにより駆動される植字機である凡
とする分類方法もとられている。
歴史的に実績をもつのは機械的方式である。これは新聞社通信社を中心にこの
10年ほどの間主流として活躍してきた方式であって，新聞社の場合，当用漢字の約
1800字種を基礎に，地名，人名の漠字，英数字，特殊記号などを加えて約2400字種
を収容した鍵盤によって入力している。新聞記事の場合には，この2400字種でカバ
ーできる率は， 98.5%にも達する5) といわれる実用機であるが，図書目録作成を目
的としては字種のうえで大巾に制限される。
この目録作成で使用されたプリソターは，電子的方式のうち(d)のフライング・
スボット方式（第 3世代機）であって，
(1) コンピューターに直結できるスピードをもつ。
(2) モニターが安価にとれる。
(3) 文字の大小，たて組，長平体等々，手動の写植機で可能なことのほとんど
ができる。
(4) 印刷用の版下がとれる。
等々の要素6)を加味し，また，アウトプットをそのまま印刷物の版下とするところ
から， ず
(a) 文字の大小（小は 2ミリぐらいから大は20ミリぐらいまで）
(b) 文字の種類（明朝体， ゴシック体，教科書体。（英字） ロー マン体， ゴジ
ック体，イクリック体，袋文字など）
(c) 文字の品質（通常のラインプリンクーによる印字でみれるような文字のお
どりや， ドット式でも， ドットの丸み，点々が目にわかるようなものは不適
格）
などを考慮に入れて選定された7)学研の JEM3850である。
この機種は，点を使ったドット方式，線と点とで文字を構成するライン・ドッ
ト方式とは異なって，フィルムの文字版から文字を感光材に記録する方法をとって
しヽる。
門外漢のわれわれが一度や二度この内部構造の説明を聞いたところでとても理
解できる代物ではないが， しかし， ドットの数をふやせば複雑な字体でもプリント
できるといわれるドット方式に比べ，文字をフィルムに収めた文字版を使用するた
めに，字種字体を問わずどんな文字でもこのフィルムに登録＊すればプリソトする
ことができる，文字は鮮明である，という点において，他の機種にもまして共感を
おぽえるプリンターといえるであろう。
＊ただし撲字一文字を追加するには7,8万円の孜用がかかる由。
注 1) 高橋達郎 日本語の機械処理 pp.177-188C東洋経済）
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2) 安田寿明 横字情報処理•ンステム開発の動向と問題点 p. 18 
（ソフトウェア科学 1972. 3) 
3) 高橋達郎 日本語の機械処理 pp.196ー216c東洋経済）
4) 新谷房夫 道鍔機を基幹とする出版業の現状と末来像 pp.42-43 
（デー クー 通信 v. 3. no. 2) 
5) 安田寿明 漠字俯報処理・ンステム開発の動向と問姐点 p. 17 cソ
フトウェア科学 1972. 3) 
6) 大山治義 コービュークーによる編集業務の機械化 p. 62 Cデーク
通ー信 v. 3. no. 2) 
7) 後藤榛男 日本語を入出力するコンヒ ュ゜ーク・システム（学密コン
ピューク '72.12月号）
(4) コスト
いかに勝れた技術，いかにすばらしい機械であったとしても，それがコスト的
に手の届かぬ高嶺の花であっては絵に描いた餅にも等しい。なんら社会に貢献する
ことなく無用の長物と化してしまうであろう。
股用に関しては，初版作成時の見苗りにあたって，仔細な説明を伺う機会を得
たのであるが，感覚的に版を重ねるにしたがってコスト的には，従来の印刷製本方
法とそれほど差のないものになると惑じられた。しかし，その時点でもっとも留意
していたことは， 2版， 3版を作成する場合に，初版時において一度入力したレコ
ードに関しては再度の校正の手問が省けるという手間の点であった。館員の拡充に
明るい見通しがないとあってほ，おのずと校正の手間が念頭を離れなかったのであ
る。
頭のなかで大騰みにまとめたコスト分析も目録が完成したのち手にした請求書
を眺めながら，あらためて再考する機会をもつこととなった。
諮求書の内訳は次のようなものである（明糾I省略）。
B5判 57px500部
入力 1. 455件 50字/1件
初期マスクー作成喪 132,900 
レイアウト印刷製本 80,500 
ソフト使用料 10,000 
一般管理毀 20,000 
版下作製以後の製版印刷製本の工程およびその費用は，電算植字方式も従来の
クイプ印字方式もなんら異なるところはない。両者の異なるところは，版下作成ま
でのプロセスである。そこで，初期的段階とはいえ，初版時， 2版時における電算
植字方式の工程・手間・費用 ・時間 ・難易度と，従来のタイプ印字方式におけるそ
れとの対比を行なわなければならない。しかし，この両者の対比は，上記のなかに
も微妙な点が多々あるので，次の機会にゆずって比較検討してみること としたい。
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(5) 将来への展望
もともと図書館が意図する電算化の主たる対象は，全国共通の，広くは，世界
共通の図書文献である。
同一誌の標題事項は，出版国に関係なくいずれの図書館にとっても同じであり，
同一図書の標題事項は，これまた， ，発行部数や著者の知名度にかかわりな、くいずこ
の図書館にとっても同じである。
この同じ標題事項について，各地の図書館が同じように目録の原稲をつくり，
タイプし，校正の手間をかけているのがこれまでの状況であるといえるのであるが，
情報量の増加につれて，これらに要する時間と労力とはますます増大の一途をたど
ることであろう。遠からず，時宜にかなった目録づくりなど不可能とされる時をも
迎えることになるであろう。これは，とりもなおさず．情報量の増加に比例して死
蔵化する文献羅が急増するであろう命運にあるということをも意味するものである。
固定的な閲覧カードに関しては，国会図書館の印刷カードを活用する道もあり，
かなりの省力化が期待できる。しかし，この閲覧カードは地理的に設置個所が固定
されており，文献利用の立場からは限定された短所をもっている。これに対する広
範囲に流動的な冊子目録については，いまのところ，この印刷カードのような，省
力化の拠りどころとすべき方策が見当たらない。
印刷技術の分野では，最近，文選がモノタイプに取って替わり，テープをキャ
スターにかければ活字が一行につながった形で出てくる全自動モノタイプが使われ
る時勢になった1¥
中小企業の印刷業界では，数社あるいは十数社が共同で 「電算印刷（出版）セン
ター」をつくって利用しあう方式も各地で生まれている凡
写植も大きくクローズアップされてくるなど，ホットタイプからコールドタイ
プヘの移行が急速に進められ， 目覚しい革新ぶりを伺わせているのであるが， これ
らは，印刷技術上の省力化，脱鉛害を目的としたものである。われわれの目録作成，
校正の省力化と直接的に関係するものとは思われない。
そこで，発想をかえて，地域あるいは全国規模の基盤に立った電算化を描いて
みよう。前提として，文献レコードの入力は国の文化活動の一端として行なわれる．
入力された MARCは共同で利用できる，との環境を仮定してみよう。
この環境のもとでは，個々の図書館は，収集した図書文献については， MARC
に収録された文献レコードのナ‘ノバーと，図書館独自に使用する項目を指示するだ
けで，自館独自のファイルをつくることができる。流動的な冊子目録をプリソトす
ることができるのである。
これを逐次刊行物の場合に限定してみよう。逐次刊行物そのものは，図書に比
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べて刊行誌数は量的にも少ない。刊行部数が多くても，誌名は，誌名変更の特殊例
を除けば，長く踏襲される性質のものである。そのため，文献ナソバーのチェック
に要する時間は，‘‘学術雑誌総合目録＂による検索とほぼ類似して， それほど時間
的にも労力を要しまい。
手作業によって記述されてきた誌名，編者，発行機関名，発行回数等について
は，それぞれの項目タグを指示することによって機械的に転記される。派生的に校
正はこの分だけ削減されることになる。絶えず upto dateな内容を要求される逐
次刊行物目録あるいは受入目録の更新も，これまでよりはるかに省力されて多くの
機会に恵まれる ことになると思われる。
次に，これをコストのうえで考えてみる。入力費として大きなウェイトを占め
るのは文字数である。まず，文献ナソバーは不可欠要素としてさん孔しなければな
らない。この桁数は， 6桁あれば99,999誌を包括できるので，かりに，国内の逐次
刊物を MARCに収録するとしても 7桁あれば実用上は十分であろう。これに，プ
レフィックス，サフィックスを加味して10文字と考える。
所蔵巻号については，これは，おのおのの図書館個有のものであるだけに，ど
うしても入力しなければならないところであるが，欠号表示を省略すれば， 10文字
におさまると思われる。図書館の性格にもよるが，私見としては，冊子目録に欠号
表示をごてごて並べてみてもそれほどの効果はなく，かえって検索をしずらくして
しまう。むしろ，完全に揃えることを理想に掲げ，マイクロフィルムなり， コピー
なりで，いずれ補填するとの心積を確かにもって望めばよしとするものであろう。
欠号については事務カードのうえで明確ならば，それで充分である。
このほか，所蔵館記号，購入寄贈別の表示，受入先，取次店等，それぞれの目
的にあわせた使途の予備として文字を考慮に入れれば， 1件あたり25文字と見当づ
けられる。
もっとも，転記に当たっては，上記のほかに MARCから転記すべき誌名，編
者，発行機関名，発行回数などについて，おのおのの項目タグあるいはファンクシ’
ョソ・キーを指示しなければならない。 しかし， これらは， MARCから転記の対
象となるレコードすべてについて内容的に同一のものであり，この項目指示は全レ
コードに対して反復使用されるものであるために，さん孔は一回限りですむ。入力
費には影習を及ぽさない。
かように類推していくと，従来の方法に比べてメリットは大きく，将来に明る
い希望がもててくるうように思われるのである。結果は果たしてどうでるであろう
か。独りよがりな寝言であろうか。
1) 奥山益郎 出版文化 p. 168 c東京堂出版）
2) 朝日新聞社技術開発部 マスコミとコソヒ°ューター p.115 C共立出版）
以上が，逐次刊行物目録の作成，およぴ更新処理としての第 2版の作成を手が
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けている現在，その経過を通じて得られた概略である。
経験から得られた結論は，地域あるいは全国規模に立った日本版 MARCへの
大きな期待を寄せるとともに，その相互利用が可能ともなれば，ぜひともその MA
RCファイルを活用させていただきたいということである。
最後に，学習研究社情報処理開発事業部の後藤榛男，空閑俊親の両氏に並々な
らぬご尽力をいただいたことを記して感謝の意を表します。
(6) 雑 感
「過ぎたるは及ばざるがごとし」この十年，高度成長の名のもとに，そのひず
みとしての汚染，汚濁，騒音に苦しめられ，そしてまた，石油危機，原油カットの
事態ともなると，たちまち一転して生活必需品の人為的な品不足，高謄の追い打ち
に苦しめられている。
弱り目に崇り目とはこのことかと頭をかかえるばかりであるが，成長路線の結
末は，利潤追及優先策であったがためか，まった＜薄情な様相となって現われてき
た。
神経のすりへるいたたまれない世相のゆえであろう。せめてもの心の糧をと求
めてか，ささやかながらも憩いをと求める姿なのであろうか，休日ごとに書店はい
ずことも相も変わらぬ混雑ぶりをみせている。
うず高く積み上げられた山なす新刊書を眺めるにつけ，果たしていまのわれわ
れに，このうち何冊が買えるであろうかと，ふと考えさせられる。
こんな思案をよそに盛り場には立派なビルが次から次へとふえている。そして，
ひとびとは，喧喋な都市生活だと，口々に批判はするのであるが，なぜか，このビ
ルが立ち並ぶ喧喚な盛り場へと魅きつけられるのである。デパートを回り，商店を
回る。品定めに疲れると書店をものぞきこむ。これといって商品を買う気持ちがあ
ったわけではない，本を買う当てがあったわけでもない。ただただホッツキ歩くだ
けなのである。雑踏に溶けこむことによって，雑踏のなかになにがしかの連帯感を
味わおうとするためなのであろうか。
消戟は美徳と，半ば強制的に使い捨て買い換えを強いられた時代から，節約は
美徳と叫ばれる時勢へ移ってきた。品不足を口実にあくどいほどまでも稼いだ企業
がある半面，苦しい生活に追い込まれ，なおかつ，美徳の説法で頭をなでられてい
るのは，かつての王様王女様たちである。それでもやはりひとぴとは盛り場へと
魅きつけられていくのである。そこに商品があるからだけではない。そこは人が集
まる場所だからなのである。
ところで， 不思議にこの盛り場には図書館をみかけない。「自然環境豊かな場
所に」と親心の配慮からなのであろうか。いや，その，人が好んで訪れる環境盟か
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な場所にさえ図書館はみかけないのである。いうまでもない。自治省が示す予算科
目モデルにもみられるように，図書館費に関しては，この十年ほどの間，格下げ策
が盛りこまれたままになっている＊。 タテマ工はあくまでもクテマニというものな
のであろうか。
＊石川 敦• 前川恒雄 図書館の発見 p. 235 c日本放送出版協会）
人は商品のみを追って盛り場に集まるのではない。人が集まる盛り場なるがゆ
えに集まるのである。とすれば，人の集まる場所へと繰り出す人々が，憩いを求め
て気軽に立ち寄れる施設すらないということは，盛り場本来の要件に欠けるのでは
ないかとさえ思われてくる。世はあげて節約を美徳とする時代である。この盛り場
の側面は強調されなければならない。その側面を満たすひとつとして，そこに図書
館をつくるのも一策ではないかと考えるのである。
新刊書紹介図書館でいい。品不足，物価高のカラクリが学べる家政図書館だっ
ていい。文芸図書館，まんが図書館，児童図書館もこのひとつに挙がることだろう。
物も買えないジョッヒ0、ノグのひとときを，気軽に立ち寄ってはワイワイと読書が楽
しめる施設をつくることである。そして，そこに近辺図書館の所在地掲示板や資料
の所在案内レファレンスがあれば，さらによい。おのずと次にはそちらへと足の向
く気持ちも起きようというものである。
あくどい商法がまかりとおる世の中ではあるが，億単位の資産を施設に寄付す
る事業主がある。美術館を開設し公開している会社がある。託児所，遊び場を設け
ているデパートがある。趣味道楽だ。客寄せアイディアだと，ひがんだ見方をする
むきがないというわけではないが，批判にまして大事なことは，これらの実践にあ
る。庶民の弱みにつけこんで作為的に品不足をつくり出し，値を釣り上げる企業な
どと比べれば率直に，次元の高い商魂であるといわざるをえないであろう。
時代を先取りしたこれらの傾向を拡げることができないものかと考えるのであ
る。
大衆あってこそ成り立つ産業である。ここで，社会への還元傾向を育成し，ま
た，幾分義務付けすることができないものかと考えるのである。大衆に拠り，そし
て，大衆に拠らしめる，その見返りとして，大衆への公共の場所提供を義務付けさ
えすればいいわけである。こう考えると，盛り場に図書館ができないというわけは
なさそうに思えてくる。
自動車関連産業のみで石油の 4割近くをガプ飲みしているといわれている。い
やおうなしに車は制限される運命にあるといってもあながち的はずれではないであ
ろう。車が減れば，盛り場の駐車場がかなり遊休化してしまう。ここは，もともと
企業が「お客様本位」をうたったサービスエリアである。これを真の公共サービス
エリアに変えたところで，その趣旨にうそいつわりがないかぎり，意図する本旨か
らはそれほど逸脱するとは思われない。要は発想の転換こそ大事な時である。取越
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苦労の多い企業にとって，週刊紙にもみられるような，倉庫の焼打ちを案じたり し
なければならない後ろめたさに落ち入るよりは，はるかに明るい胸ふくるる思いの
するプラソになるのではなかろうかと，人ごとながら心配されるのである。
殺伐な世相が深まれば深まるほどに，ますます気軽に立ち寄れる憩の場として
の図書館が大きな意義を担うことであろう。いまこそ，物に替わる心 の豊かさを，
より豊かにする施策がとられて然るべきではないかと案ずるのである。
図書館相互の協力も，そしてまた，図書館間の情報処理も， 図書館の拡充が進
むほどに一段と充実したものになることはいうまでもない。さらに，文化的にはい
うに及ばず，節約は美徳といわれる時代において，さらに美徳の真価が発揮される
拠りどころにされるのではないかとさえ思われるのである。
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